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て
く
だ
さ
い
。

※
親
族
の
介
護
・
看
護
の
場
合

は
、
診
断
書
ま
た
は
手
帳
等

の
写
し
と
介
護
・
看
護
申
立

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
求
職
活
動
の
場
合
は
求
職
活

動
申
立
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
就
学
の
場
合
は
、
在
学
証
明

書
と
時
間
割
（
学
校
が
発
行

し
た
も
の
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
令
和
７
年
度
の
入
所
の
申
込

中
で
あ
っ
て
も
、
令
和
８
年

度
４
月
か
ら
の
入
所
分
は
下

記
日
程
に
て
申
し
込
み
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

◆
申
込
書
の
受
付
・
面
接

　
下
記
の
日
程
で
申
し
込
み
の

受
け
付
け
と
面
接
を
行
い
ま

す
。
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

を
揃
え
て
、
受
付
場
所
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○
新
入
児
は
面
接
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
子
さ
ま
を
連
れ
て

各
保
育
施
設
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

〇
各
申
立
書
が
必
要
な
場
合
は
、

事
前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

※１　０歳児保育は、令和７年４月２日から 10 月１日までに生まれた児童が対象です。
※２　広域保育の場合は、各保育施設の定員により、入所調整は各保育施設の所在市町村が行います。また、広域保育は

児童の年齢により、受け入れがない場合があります。
※ 3　くまのこ保育園の在園児は、書類の一斉受付を行いません。期日までに書類をくまのこ保育園に提出してください。

受付（面接）日程表
入所希望施設 日時 場所 定員・対象年齢

私立
くまのの森こども園

〈保育部門〉（新入児） 11 月 4 日㊋
9 時～ 11 時 くまのの森こども園

遊戯室

くまのの森こども園〈保育部門〉
180 人（０歳児～５歳児）

※１

くまのこ保育園
19 人（０歳児～２歳児）

※１

私立
くまのこ保育園

（新入児）

私立
くまのの森こども園

〈保育部門〉（在園児）
11 月 4 日㊋

15 時 30 分～ 17 時 30 分

私立
くまのこ保育園

（在園児）
10 月 31 日㊎まで ※ 3 くまのこ保育園

公立
はるかぜ保育所

（新入児） 11 月 5 日㊌
9 時～ 11 時 はるかぜ保育所

遊戯室

はるかぜ保育所
170 人（０歳児～５歳児）

※１

広域保育
※２

公立
私立

広域保育
（新入児）

公立
はるかぜ保育所

（在園児）
11 月 5 日㊌

15 時 30 分～ 17 時 30 分

公立
私立

広　域　保　育
（在園児）

11 月 6 日㊍・7 日㊎
・10 日㊊

8 時 30 分～ 17 時 15 分

上富田町役場　福祉課
子育て支援班（④番窓口）

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
保
育

施
設
（
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育

部
門
含
む
）
の
入
所
申
し
込
み

の
受
け
付
け
お
よ
び
面
接
を
行

い
ま
す
。

◆
申
込
書
の
配
布

　
申
込
書
は
、
10
月
３
日
㊎
か

ら
、
役
場
福
祉
課
子
育
て
支
援

班
ま
た
は
町
内
保
育
施
設
で
配

布
し
ま
す
。
申
込
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
受
付
日

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
０
歳
児
の
年
度
当
初
募
集

は
、
令
和
７
年
４
月
２
日
か

ら
10
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
児
童
が
対
象
で
す
。

○
保
育
所
利
用
料
ま
た
は
町
立

保
育
所
副
食
費
は
、
口
座
振

替
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
在
園
児
で
、
令
和
７
年

度
分
の
未
納
が
あ
る
方
は
、

10
月
中
に
完
納
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
入
所
の
基
準

　
保
育
施
設
へ
入
所
で
き
る
児

童
は
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ

か
の
事
由
に
該
当
し
、
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

①
就
労
　
家
庭
の
外
で
仕
事
を

し
て
い
る
、
ま
た
は
家
庭
内

で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

②
妊
娠
・
出
産
　
出
産
を
控
え

て
い
る
、
ま
た
は
産
後
間
も

な
い
（
認
定
期
間
は
出
産
の

前
後
各
８
週
）

③
疾
病
・
障
害
　
病
気
、
負
傷

ま
た
は
心
身
に
障
害
が
あ
る

④
介
護
　
親
族
等
に
長
期
に
わ

た
る
病
気
や
心
身
の
障
害
が

あ
り
、
常
時
介
護
、
看
護
し

て
い
る

⑤
災
害
復
旧
　
火
災
や
風
水

害
、
地
震
等
に
よ
り
被
災
し
、

そ
の
復
旧
途
中
に
あ
る

⑥
求
職
活
動
　
求
職
活
動
や
起

業
準
備
を
し
て
い
る
（
保
育

期
間
は
原
則
２
ヵ
月
）

⑦
就
学
　
就
学
や
職
業
訓
練
な

ど
を
受
け
て
い
る

◆
申
込
書
提
出
の
際
の
主
な
留

意
事
項

※
就
労
し
て
い
る
場
合
は
、
就

労
証
明
書
が
必
要
で
す
。
就

労
先
か
ら
の
証
明
書
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
育
児
休
業
中
で
あ
っ
て
も
、

在
園
児
は
継
続
入
所
が
認
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
妊
娠
・
出
産
の
場
合
は
、
母

子
手
帳
の
写
し
な
ど
、
出
生

日
や
出
産
予
定
日
が
分
か
る

も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
護
者
に
疾
病
・
障
害
等
が

あ
る
場
合
は
、
診
断
書
ま
た

は
手
帳
等
の
写
し
と
疾
病
・

障
害
状
況
申
告
書
を
添
付
し

令
和
8
年
度

保
育
施
設
入
所
申
し
込
み
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営
・
朝
来
小
学
校
区
）」
で

も
同
様
に
募
集
し
ま
す
の

で
、
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
☎
４
７
‐
０
０
１
３

　
　（
く
ま
の
の
森
こ
ど
も
園
）

　
上
富
田
町
で
は
、
次
の
対
象

者
に
受
給
資
格
証
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
と
一

緒
に
医
療
機
関
等
へ
提
示
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
医
療
費
の
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

　
18
歳
と
な
っ
た
後
に
迎
え
る

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童

と
、
そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
配
偶
者
の
な
い
方
等
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
父
か
母
の
ど
ち
ら
か
、

も
し
く
は
両
方
が
一
定
の
障
害

を
お
持
ち
で
児
童
扶
養
手
当

(

※)

を
受
給
し
て
い
る
方
、
障

害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を

助
成
。
所
得
制
限
あ
り
。】

※
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

は
、
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

未
熟
児
養
育
医
療
費

　
身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま

出
生
し
た
乳
児
が
指
定
医
療
機

関
に
入
院
し
て
治
療
を
行
う
必

要
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に

必
要
な
医
療
費
等
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費

　
0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
（
出
生
ま
た
は
転
入
等
に
よ

り
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
、

18
歳
到
達
日
以
後
、
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
）
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を

助
成
。
所
得
制
限
な
し
。】

各
医
療
費
助
成
制
度
の

払
い
戻
し
申
請

　
県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、

医
療
機
関
等
で
の
立
て
替
え
払

い
が
必
要
で
す
。
支
払
っ
た
金

額
の
う
ち
、
助
成
対
象
の
自
己

負
担
分
は
払
い
戻
し
の
申
請
に

よ
り
、
後
日
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
領
収
書
、
受
給
資
格
証
、
健

康
保
険
証
、
振
込
先
口
座
の
わ

か
る
も
の
を
持
っ
て
役
場
窓
口

で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
払
い
戻
し
申
請
の
時
効
は
受

診
日
か
ら
５
年
と
な
り
ま
す
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
　（
④
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
入
所
基
準
は
、
小
学
校
に
通

学
す
る
児
童
の
保
護
者
が
、
就

労
・
疾
病
等
に
よ
り
、
児
童
の

保
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

　
入
所
を
希
望
す
る
方
は
、
申

込
書
に
就
労
証
明
書
等
を
添
え

て
、
左
記
の
学
童
保
育
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
配
布
お
よ
び
受
付
場

所
は
、
申
込
先
の
学
童
保
育

所
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
、
学
童
保
育
所
に
入

所
し
て
い
る
方
も
、
再
度
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。（
定

員
超
過
で
入
所
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。）

◆
あ
す
な
ろ
学
童
保
育
所
（
朝

来
小
学
校
区
）

☎ 

４
７
‐
４
５
４
４

〇
申
込
書
配
布
期
間

　
10
月
１
日
㊌
～
11
月
29
日
㊏

〇
受
付
期
間

　
11
月
１
日
㊏
～
11
月
29
日
㊏

◆
な
ご
み
学
童
保
育
所
（
生
馬
・

岩
田
・
岡
・
市
ノ
瀬
小
学
校
区
）

☎ 

４
７
‐
２
３
６
８

〇
申
込
書
配
布
期
間

　
10
月
１
日
㊌
～
11
月
29
日
㊏

〇
受
付
期
間

　
11
月
４
日
㊋
～
11
月
28
日
㊎

※
く
ま
の
の
森
こ
ど
も
園
内
の

「
き
の
み
学
童
保
育
所
（
民

令
和
８
年
度 

学
童
保
育
所
の

入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

医
療
費
助
成
制
度
の

お
知
ら
せ

　現在、ひとり親家庭医療費受給者証をお持ちの方は、１０月３１日に有効期限をむかえます。１１月１日から

の受給者証交付には更新申請が必要となります。対象の方には、７月下旬に役場から更新申請書を送付して

いますので、提出がお済みでない方は役場福祉課子育て支援班（④番窓口）へ郵送または直接提出してくだ

さい。ただし、前年度の所得によっては更新できない場合もありますので、ご了承ください。

提出先・問

ひとり親家庭医療費の更新申請をお忘れなく！

福祉課　子育て支援班（④番窓口）☎３４－２３７３

有料広告

有料広告
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紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
犯
罪
や
事
件
・
事
故

の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の

家
族
、
ご
遺
族
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
民
間
の
被
害
者
支
援
団

体
で
す
。

　
こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
等
を
対
象
と
し
た
無
料
相
談

が
紀
南
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
電
話
お
よ
び
面

接
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
る

も
の
で
、
弁
護
士
、
臨
床
心
理

士
、
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
11
日
㊏
　
10
時
～
16
時

（
最
終
受
付
15
時
30
分
）

　
当
日
の
相
談
電
話
番
号
は
、

予
約
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

場 

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

対 

犯
罪
や
事
件
、
事
故
等
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族

の
方
等

費 

無
料

申 

お
電
話
で
の
事
前
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

公
益
社
団
法
人

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
安
心

し
て
加
入
で
き
、
メ
リ
ッ
ト
の

多
い
終
身
年
金
で
す
。

◆
対
象
者

　
次
の
要
件
す
べ
て
を
満
た
す

農
業
者
の
方

【
要
件
】

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
方

③
20
歳
～
59
歳

◆
保
険
料

◇
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円

で
自
由
に
設
定
で
き
、
い
つ
で

も
見
直
し
可
能
で
す
。

◇
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
・
住
民
税
も
節
税

さ
れ
ま
す
。
経
営
主
が
家
族
の

分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
控
除

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
認
定
農
業
者
な
ど
、
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問 

振
興
課
内
　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

募
集
住
宅 

２
戸

・
丹
田
台
住
宅
16
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
４
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
昭
和
54
年
度

　
家
賃
（
１
万
９
０
０
円
～

２
万
１
５
０
０
円
）

・
中
島
住
宅
３
号

（
岡
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
21
年
度

　
家
賃
（
１
万
８
２
０
０
円
～

３
万
５
７
０
０
円
）

※
家
賃
に
つ
い
て
は
世
帯
全
体

の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

対 

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者

申 

配
布
・
受
付
期
間

　
10
月
１
日
㊌
～

　
　
　
10
月
17
日
㊎
ま
で

場 

役
場
　
建
設
課

※
申
し
込
み
の
配
布
・
受
け
付

け
は
、
平
日
の
み
、
８
時
30

分
～
17
時
15
分
ま
で

抽
選
日

 

　
11
月
５
日
㊌

９
時

・
丹
田
台
住
宅
16
号

（
朝
来
）

10
時

・
中
島
住
宅
３
号
　
　  

（
岡
）

会
　
場

 

　
　
役
場
　
２
階
大
会
議
室

入
居
条
件 

・
町
税
お
よ
び
公
共
料
金
に
滞

納
が
な
い
こ
と
。

・
町
内
会
に
加
入
す
る
こ
と
。

問 

建
設
課
　
管
理
班（

⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

　
町
立
は
る
か
ぜ
保
育
所
で
勤

務
し
て
い
た
だ
け
る
保
育
士

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
職
種 

保
育
士

勤
務
日
時 

月
～
金
曜
、
土
曜
は

当
番
制
（
応
相
談
）

シ
フ
ト
勤
務

給
与
等 

町
の
関
連
規
定
に
準
ず

る
。
各
種
社
会
保
険
、
通
勤
手

当
、
賞
与
、
有
給
休
暇
、
職
員

駐
車
場
あ
り
。

※
勤
務
時
間
等
は
、
ご
相
談
に

応
じ
て
調
整
い
た
し
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の

 

被
害
者
支
援
無
料
相
談

　
　
― 

開
催
ご
案
内 

―

農
業
者
年
金
制
度
に
加
入

し
て
、
安
心
で
豊
か
な
老

後
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

町
立
保
育
所
の
保
育
士
を

募
集
し
ま
す

町
営
住
宅
入
居
者

‐
募
集
‐

町
営
住
宅
入
居
者

‐
募
集
‐

有料広告

有料広告
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子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
、
パ

パ
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん

か
？
田
辺
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

き
っ
ず

ぱ
ー
く
が
子
育
て
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
１
講
座

か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時 

11
月
12
日
㊌
、
13
日
㊍
、

14
日
㊎
、
19
日
㊌ 

　 

10
時
～
16
時
20
分

場 

岩
田
公
民
館

内 

子
ど
も
の
病
気
、
身
近
な
物

を
使
っ
て
遊
ぶ
ア
イ
デ
ア
、

子
ど
も
の
食
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

定 

15
名

　 

※
託
児
（
定
員
３
名
）
あ
り

申 

セ
ミ
ナ
ー
・
託
児
と
も
に

11
月
４
日
㊋
ま
で
に
左
記
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問 

田
辺
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
　
き
っ

ず
ぱ
ー
く☎

２
６
‐
５
４
８
６

★
サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集
中
！
都

合
に
あ
わ
せ
て
、
セ
ミ
ナ
ー

を
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

お
電
話
で
予
約
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

　
上
富
田
町
商
工
会
で
は
、
第

25
回
か
み
と
ん
市
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

時 

11
月
3
日
㊊
・
㊗10

時
～
15
時

場 

上
富
田
町
役
場
　
駐
車
場

※
出
店
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
商
工
会

☎
４
７
‐
１
５
３
１

令
和
７
年
度 

第
２
回

　

子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー

IN
上
富
田

第
25
回

か
み
と
ん
市
開
催

‐
お
知
ら
せ
‐

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本

部
田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

募集種目 受付期間 試　験　日 試験会場

一般曹候補生
11月21日㊎

まで

WEB 試験
11月29 日㊏～12 月2 日㊋

各人自宅等
※ネット環境が良好な場所

2 次試験　1月10 日㊏ 自衛隊和歌山地方協力本部

自衛官候補生 11月27日㊍
まで

WEB 試験
12 月7日㊐～12 月 9 日㊋

各人自宅等
※ネット環境が良好な場所

身体検査・口述試験
12 月13 日㊏ 自衛隊和歌山地方協力本部

令
和
７
年
度
自
衛
官
募
集
案
内

　
６
月
21
日
か
ら
７
月
20
日
の

間
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
大

賀
ハ
ス
ま
つ
り
で
応
募
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
写
真
、
俳
句
の

入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

〇
特
選
（
９
月
号
掲
載
）

　
お
姫
様

　
　
　
　
　
　
岡
本
　
隆

〇
準
特
選

　
小
さ
な
世
界

濵
田
　
恭
平

　
訪
花

加
茂
　
哲
也

俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の
部
　
　
　

〇
特
選
（
３
選
）

　
蒼
古
た
る

　
　
　
　
蓮
百
莟
の

　
　
　
　
　
　
　
　
静
寂
か
な

武
田
　
恵
子

　
連
綿
と

　
　
　
　
夢
を
つ
な
ぎ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
古
代
蓮

川
口
　
修

　
往
還
の

　
　
　
　
風
に
ゆ
つ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
の
花

　
　
　
　
初
山
　
紀
子

大
賀
ハ
ス
ま
つ
り

　
写
真
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
作
品
決
定

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等

の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い

合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 10 月 9 日・23 日㊍  19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など

有料広告

有料広告
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対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

10
月
か
ら
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

医
療
機
関
に
予
約
し
、
町
か
ら

送
付
さ
れ
る
必
要
書
類
を
持
っ

て
、
体
調
の
良
い
時
に
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

対 ①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
機
能
障
が
い
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
障
が
い
を
有

す
る
方
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
を
有
す
る
方
ま
た
は

そ
れ
に
相
当
す
る
方

※
②
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
事

前
に
医
師
の
証
明
書
ま
た
は

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の

上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

③
実
施
期
間
内
に
65
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方

時 ・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
10
月
1
日
～

　
令
和
８
年
1
月
31
日
ま
で

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
10
月
1
日
～

　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

※
実
施
期
間
外
に
接
種
さ
れ
た

場
合
、
接
種
費
用
は
実
費
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

費 
　                  

　 
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円
　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
円
　

◆
期
間
内
に
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
る
方

　
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
期
間
内
に

65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

は
、
誕
生
日
以
降
に
予
防
接
種

依
頼
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
毎
年

10
月
を
「
里
親
月
間
」
と
位
置

づ
け
、
里
親
委
託
を
推
進
す
る

た
め
に
広
報
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

○
里
親
制
度
と
は
…

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
実

の
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を

家
庭
で
育
て
る
制
度
で
、
左
記

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

〈
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

　
み
な
べ
町
以
南
（
北
山
村
ま

で
）
の
11
市
町
村
で
里
親
の
支

援
や
、
里
親
制
度
の
普
及
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
里
親
パ
ネ
ル
展

　
10
月
１
日
㊌
～
10
月
31
日
㊎

の
期
間
は
里
親
月
間
と
し
て
、

田
辺
市
立
図
書
館
た
な
べ
る
、

よ
り
み
ち
サ
ロ
ン
い
お
り
、
和

歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ
に
て
里
親
制
度
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
展
で
は
、
里
親
制
度

の
概
要
や
里
親
に
な
る
ま
で
の

流
れ
な
ど
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
里

親
制
度
の
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
等
も
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。

○
里
親
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
！

　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
方

が
気
軽
に
集
ま
っ
た
り
、
子
育

て
全
般
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
予
約
も
不
要

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

時 

10
月
16
日
㊍
13
時
～
15
時
　

場 

よ
り
み
ち
サ
ロ
ン
い
お
り

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
助
成

10
月
は
里
親
月
間
で
す

養育里親
子どもが自立するか、家庭に戻れるようになるま
で受け入れる

養子縁組里親 養子縁組を前提とする

専門里親
虐待や非行、障がい等の理由により、専門的な支
援を必要とする子どもを受け入れる

親族里親 親族が養育する

週末里親
季節里親

週末や長期休暇中だけ預かる

第 25 回かみとん市で健康チェックを実施します。ぜひお越しください。
時 11 月３日㊊・㊗　10 時～ 15 時
場 上富田町役場駐車場　健康チェックコーナー
内 ・骨密度測定　
　 ・血管年齢測定

　 ・栄養士による栄養指導　　

～健康チェックのお知らせ～

粗品プレゼント！
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
家
族
介
護
者
教
室
は
、
介
護

の
悩
み
を
持
つ
者
同
士
が
集

い
、
日
頃
の
介
護
に
つ
い
て
の

悩
み
や
苦
楽
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場

で
す
。

　
ま
た
、
介
護
に
関
す
る
正
し

い
知
識
、
技
術
、
情
報
や
注
意

点
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
介
護

に
お
け
る
精
神
的
・
身
体
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
等
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
下
記
の
予
定
で
教
室
を
行
い

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
１
回

11
月
６
日
㊍

こ
れ
か
ら
の
自
分
を
考
え
る

認
知
症
と
向
き
合
い
な
が
ら
自

分
を
考
え
る

講
師

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
つ
つ
じ
園

認
知
症
介
護
指
導
者

　
　
　
　
　
　
川
口
　
利
恵
氏

第
２
回

12
月
12
日
㊎

介
護
者
・
介
護
が
必
要
な
方
、

双
方
に
や
さ
し
い
介
助
方
法

　
介
助
の
ポ
イ
ン
ト
と
方
法
、

福
祉
用
具
等
の
紹
介

講
師

和
歌
山
県
作
業
療
法
士
会

　
　
　
　
　
北
本
　
健
太
朗
氏

第
３
回

１
月
23
日
㊎

実
施
に
や
っ
て
み
よ
う
！

介
護
者
・
介
護
が
必
要
な
方
、

双
方
に
や
さ
し
い
介
助
方
法
　

（
実
技
）

講
師

和
歌
山
県
作
業
療
法
士
会

　
　
　
　
　
北
本
　
健
太
朗
氏

対 

町
内
在
住
の
方
、
ど
な
た
で

も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

場 

第
１
回
か
ら
第
３
回
、
共
に

上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

時 

14
時
〜
15
時
（
１
時
間
）

〆 

10
月
29
日
㊌

　　
介
護
を
し
て
い
て
留
守
で
き

な
い
と
い
う
方
も
、
一
緒
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、

ス
タ
ッ
フ
が
付
き
添
い
し
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申

し
込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

申 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
お

申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
電
話

も
し
く
は
直
接
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

 

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
11
月
・
12
月
・
令
和
８
年
１

月
は
家
族
介
護
者
教
室
と
合
同

開
催
に
な
り
ま
す
。
同
じ
フ
ロ

ア
で
14
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
酵
素
の
は

な
し
　
～
腸
活
か
ら
美
と
健
康

へ
～

問 

11
月
17
日
㊊

　 

14
時
～
　
１
時
間
程
度

　
　（
受
付
13
時
半
～
）

場 

上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２ 

　 

階

定 
30
名
程
度

講
師

 

　
酵
素
マ
イ
ス
タ
ー
　

　
　
一
級
公
認
講
師
　
　
　
　

　
　
　
　
　
山
中
　
ま
ゆ
み
氏

申 

左
記
の
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎︎ 

４
７
‐
５
３
０
０

時 
10
月
29
日
㊌
10
時
～
16
時

場 
和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ
小
会
議
室
２

○
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
里
親
月
間
と
し
て
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。
里
親

に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
や
啓
発
物

を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

時 

10
月
24
日
㊎
14
時
30
分
～
16

時
　
場 

ス
ー
パ
ー
エ
バ
グ
リ
ー
ン
プ

ラ
ス
上
富
田
店

○
さ
と
お
や
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ほ
っ
と

時 

11
月
28
日
㊎
10
時
～
16
時

　 

12
月
13
日
㊏
10
時
～
16
時

場 

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ
小
会
議
室
２

問 

　                  

　 

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

担
当

：

川
口
　

田
辺
市
城
山
台
５
‐
１

☎
０
７
３
９
‐
３
４
‐
２
７
３
５

h
o
t@

w
fj.o

r.jp

h
ttp

s://w
w

w
.w

fj.o
r.jp

/h
o
t/

腸
活
講
座
開
催
！

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

家
族
介
護
者
教
室

参
加
者
募
集
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（
投
稿
歓
迎
）

老
い
集
ひ
語
ら
ふ
窓
辺
処
暑
の
風
　
　

側
溝
の
底
よ
り
の
っ
と
蛍
草
　
　
　
　

新
藁
の
匂
い
吹
き
抜
く
か
く
れ
谷
　
　

秋
天
へ
指
し
な
や
か
に
ダ
ン
ス
の
子
　

夏
芙
蓉
金
の
鳥
舞
う
奥
熊
野
　
　
　
　

梅
干
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
友
の
健

安
室
　
瑳
枝

し
ち
べ
ぇ

田
中
　
利
典

初
山
　
紀
子

松
井
　
孝
恵

森
　
京
子

上
映
映
画 

「
夜
明
け
の
す
べ
て
」

時 

10
月
22
日 

㊌ 

19
時 

上
映

（
受
付 

18
時
30
分
～
）
21
時 

終
了
予
定

場 

上
富
田
文
化
会
館
　
文
化
ホ
ー
ル

　
　 

入
場
料
無
料
・
整
理
券
不
要

※ 

日
本
語
字
幕
あ
り

主
催 

上
富
田
町
男
女
共
生
町
づ
く
り
推

進
委
員
会

あ
ら
す
じ 

月
に
一
度
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
月
経
前

症
候
群
）
で
イ
ラ
イ
ラ
が
抑
え
ら
れ
な
く

な
る
藤
沢
さ
ん
は
あ
る
日
、
同
僚
・
山
添

く
ん
の
小
さ
な
行
動
が
き
っ
か
け
で
怒
り

を
爆
発
さ
せ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
転
職
し

て
き
た
ば
か
り
な
の
に
や
る
気
が
無
さ
そ

う
に
見
え
て
い
た
山
添
く
ん
も
パ
ニ
ッ
ク

障
害
を
抱
え
て
い
て
、
生
き
が
い
も
気
力

も
失
っ
て
い
た
。
職
場
の
人
た
ち
の
理
解

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
友
達
で
も
恋
人
で

も
な
い
け
れ
ど
、
ど
こ
か
同
志
の
よ
う
な

気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
く
二
人
。
い
つ
し

か
、
自
分
の
症
状
は
改
善
さ
れ
な
く
て
も
、

相
手
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
よ
う
に
な
る
。

問 

福
祉
課
福
祉
班
（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
で
は
、
第
３
回
ま

ち
づ
く
り
講
座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内  

「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
と
人
権
」

講
師 

田
辺
労
働
基
準
監
督
署
　
梶
原
圭
佑 

氏

時 

11
月
６
日 

㊍

19
時
00
分
～
20
時
00
分

場 

上
富
田
文
化
会
館

２
階
小
ホ
ー
ル

場 

上
富
田
町
生
涯
学
習
推
進
委
員
会

☎
４
７
‐
５
９
３
０

場 

上
富
田
文
化
会
館
　
小
ホ
ー
ル

（
入
場
料
無
料
・
事
前
申
込
不
要
）

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

　
平
成
４
年 

甲
南
女
子
大
学
在
学
中
、
桂 

三
枝

（
現

：

６
代 

桂 

文
枝
）
に
入
門
。

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
男
性
が
ほ
と
ん
ど
の
落
語

界
で
女
流
落
語
家
と
し
て
活
躍
中
。

　
女
性
で
あ
る
が
故
に
弟
子
修
行
時
代
や
仕
事
で

の
失
敗
や
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
、
そ
の
体
験
の
中
で

人
へ
の
心
遣
い
や
思
い
や
り
を
学
び
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
小
さ
な
体
で
大
き
な
仕
事
」

　
平
成
25
年
「
第
８
回
繁
昌
亭
大
賞
」
創
作
賞
受
賞

主
催 

上
富
田
町
男
女
共
生
町
づ
く
り
推
進
委
員

会
・
生
涯
学
習
推
進
委
員
会

問 

福
祉
課
福
祉
班
　（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３
（
直
通
）

６
年　

酒さ
か
い井 　

芯し
ん

た
の
し
み
は　

好
き
な
ゲ
ー
ム
で　

友
達
と

笑
い
合
い
つ
つ　

遊
ん
で
る
時

６
年　

谷た
に
も
と本　

滉こ
う
や矢

た
の
し
み
は　

湯
浅
に
行
っ
て　

最
高
の

美
味
し
い
醤
油　

探
し
出
す
時

６
年　

前ま
え
だ田　

歩ほ
の
か夏

た
の
し
み
は　

テ
ス
ト
百
点　

も
っ
て
か
え
り

家
族
に
ほ
め
ら
れ　

ち
ょ
っ
と
て
れ
る
時

初
盆
に 

線
香
そ
な
え
て 
手
を
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
た
か
く
し
た 

母
が
恋
し
い

稗
田
　
満
代

秋
野
菜 

晩
夏
の
今
が 

ま
き
頃
と

　
　
　
　
　
　
　
　
教
え
て
く
れ
し 
曼
珠
沙
華

小
幡
　
博
子

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

上
富
田
町
男
女
共
同
参
画
　
映
画
上
映
会
　
‐
ご
案
内
‐

© 瀬尾まいこ／ 2024「夜明けのすべて」製作委員会

ま
ち
づ
く
り
講
座 

‐
ご
案
内
‐

岡
小
学
校
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上
富
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
主
催
の
第
28
回
町
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

時 

10
月
27
日 

㊊

　 

８
時
30
分
～
正
午

場 

岩
田
ふ
れ
あ
い
公
園

費 

無
料

申 

当
日
会
場
に
て
受
付

※
数
に
限
り
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
当
日
事
務
局
に
て
道
具

を
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。

　
　
ロ
ン
グ
ラ
ン
コ
ン
ペ
形
式

　
　
に
よ
り
開
催
！

時 

10
月
16
日
㊍
～
31
日
㊎
（
16

日
間
）

場 

南
紀
白
浜
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
　

上
富
田
町
岩
崎
７
６
８
番
地

費 

平
日
（
昼
食
付
）
８
８
８
０

円 

休
日
（
昼
食
付
）
１
２
７
８

０
円
　
※
大
会
参
加
費
は
無
料

資 

①
１
組
に
つ
き
少
な
く
と
も

１
名
は
上
富
田
町
在
住
の
方
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
複
数
組
を
一
括
で

体
育
協
会
か
ら
お
知
ら
せ

第
28
回 

町
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会 
ご
案
内

上
富
田
町
体
育
協
会
主
催

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
ご
案
内

　
山や
ま
も
と本 
未み

ら

い來 

選
手

県
大
会
を
優
勝
し
全
国
へ
出
場
！

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　
　
　
　
～
西
牟
婁
地
方
大
会
～

発
表
者(

バ
ト
ラ
ー)

参
加
者
募
集

ロビー展（上富田文化会館）

LEA LEA．INK ART 展

申
し
込
み
さ
れ
る
場
合
は
、

申
込
代
表
者
が
上
富
田
町
在

住
で
あ
れ
ば
参
加
可
能
と
す

る
。

②
参
加
は
１
人
１
回
限
り
と
す

る
。

申 

施
設
へ
直
接
電
話
に
て
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

☎
４
７
‐
１
２
３
０

（
８
時
～
18
時
30
分
ま
で
受
付

可
）

※
予
約
時
に
必
ず
「
町
民
ゴ
ル

　
口
熊
野
柔
道
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
山
本 

未
來 

選
手
（
上
富
田
中

学
校
３
年
）
は
、
７
月
24
日
、
25
日
に
開
催
さ
れ
た
和
歌
山
県
中

学
校
総
合
体
育
大
会
　
柔
道
競
技
、
70
㎏
級
の
個
人
戦
に
お
い
て

見
事
優
勝
し
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
　
福
岡
県
に
て
開
催
さ
れ
た
第
56
回
全
国
中
学
校
柔

道
大
会
で
は
、
１
回
戦
に
愛
知
県
の
選
手
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も

敗
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
山
本
選
手
の
談
話

　「
強
豪
校
の
大
成
中
学
校
の
選
手
に
延
長
戦
で
負
け
ま
し
た
が
、

練
習
し
て
き
た
こ
と
は
試
合
で
出
せ
ま
し
た
。」

問 

体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
４
７
‐
５
９
３
０

　
フ
大
会
参
加
」
の
旨
を
お
伝

　
え
く
だ
さ
い
。

競
技
方
法 

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方

式
の
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
（
セ
ル
フ
）

※
大
会
終
了
後
、
総
合
順
位
に

よ
り
該
当
者
に
景
品
を
贈
呈

す
る
。(

上
位
賞
お
よ
び
飛

び
賞
）

問 

体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎
４
７
‐
５
９
３
０

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
…

　
発
表
者
が
読
ん
で
お
す
す
め

の
本
１
冊
を
発
表
し
、
観
戦
者

が
ど
の
本
を
１
番
読
み
た
い
と

思
っ
た
か
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

決
め
る
大
会
で
す
。

　
大
会
要
項
に
つ
い
て
は
上
富

田
文
化
会
館
内
教
育
委
員
会
事

務
局
に
あ
り
ま
す
。

申 

10
月
１
日 

㊌
か
ら

　
10
月
17
日
㊎
ま
で

　
申
込
フ
ォ
ー
ム

時 

11
月
８
日 

㊏
10
時
か
ら
12

時場 

上
富
田
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　 

小
ホ
ー
ル

対 ◎
中
学
生
の
部

　
　
上
富
田
町
に
在
住
ま
た
は

　
　
在
籍
す
る
中
学
生
の
方

◎
高
校
生
の
部

　
　
上
富
田
町
に
在
住
ま
た
は

　
　
在
籍
す
る
高
校
生
・
高
校

　
　
生
相
当
年
齢
の
方

　南紀の台在住の Yumi さんの作品をロビー

展示しています。

　インクの広がりやにじみ、色の混ざりあい

の様々な模様の作品の数々をぜひお楽しみく

ださい。

期 10 月 31 日 ㊎　平日
　　　  ８時 30 分～ 17 時 15 分まで
場 上富田文化会館　１階ロビー
問 教育委員会事務局　☎４７- ５９３０
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時 

令
和
８
年
１
月
３
日 

㊏

受
付 

10
時
か
ら

開
会 

10
時
30
分
（
40
分
程
度)

場 

上
富
田
文
化
会
館
　
文
化
ホ

ー
ル

対 

上
富
田
町
在
住
の
平
成
17
年

４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
方
（
令
和
２
年

度
上
富
田
中
学
校
ま
た
は
田
辺

中
学
校
等
を
卒
業
し
た
方
も
含

み
ま
す
。）

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
二
十
歳
を
祝
う
式
典
を
挙
行

す
る
に
あ
た
り
「
20
歳
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
対
象
者
か
ら
募
集

し
ま
す
。
応
募
者
の
中
か
ら
２

名
程
度
選
考
し
、
式
典
に
お
い

て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

テ
ー
マ 

自
由
（
20
歳
を
迎
え
た

感
想
、
抱
負
、
ア
ピ
ー
ル
な
ど
）

文
字
数 

８
０
０
字
程
度

〆 

11
月
４
日 

㊋

資 

対
象
者
に
限
る
　

応
募
先 

上
富
田
町
朝
来
７
５
８

番
地
の
１
　
上
富
田
町
教
育

委
員
会
事
務
局
　
社
会
教
育

班
（
連
絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、

郵
送
ま
た
は
窓
口
ま
で
ご
提
供

く
だ
さ
い
。）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

　
今
年
度
も
、
上
富
田
文
化
会

館
全
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
町
内
保
育
所
等
、
小
中
学
校

の
作
品
や
、
地
域
の
方
々
の
日

頃
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
「
作
品
づ
く
り
体
験

コ
ー
ナ
ー
」、「
お
茶
席
」
な
ど

も
実
施
予
定
で
す
の
で
、
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

時 

11
月
２
日 

㊐
９
時
00
分
～

16
時

場 

上
富
田
文
化
会
館

　
文
化
展
は
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
ご
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ

ま
が
日
頃
あ
た
た
め
て
お
ら
れ

る
作
品
、
こ
だ
わ
り
の
作
品
な

ど
ふ
る
っ
て
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

申 

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

作
品
種
別
・
大
き
さ
等
を
お

伺
い
し
ま
す
。

〆 

10
月
17
日  

㊎

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

　
　
　
　
　
　
　 

　
上
富
田
町

　
　
　
　
　
　 

　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　 

　
と
囲
碁
サ
ー

　
　
　
　
　
　 

　
ク
ル
主
催
の

　
　
　
　
　
　 
　
夏
季
囲
碁
大

　
　
　
　
　
　 
　
会
が
、
去
る

　
　
　
　
　
　 

　
８
月
31
日
に

　
　
　
　
　
　 

　
市
ノ
瀬
公
民

　
　
　
　
　
　 

　
館
で
開
催
さ

　
　
　
　
　
　 

　
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
36
名
の
参
加
が
あ

り
、
碁
盤
を
囲
ん
だ
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
部
門
に
お
け
る
上
位
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

Ａ
級
（
四
段
以
上
）

　
　
優
　
勝
　
小
森
　
修

　
　
準
優
勝
　
湯
川
　
昇
二

　
　
３
　
位
　
赤
木
　
秀
治

Ｂ
級
（
三
段
以
下
）

　
　
優
　
勝
　
小
山
　
益
雄

　
　
準
優
勝
　
塚
田
　
哲
朗

　
　
３
　
位
　
木
村
　
悌
吉

か
み
と
ん
だ
文
化
の
ま
つ
り

‐
ご
案
内
‐

二
十
歳
を
祝
う
式
典

‐
お
知
ら
せ
‐

「
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

‐
募
集
‐

夏
季
囲
碁
大
会

盛
会
に
終
わ
る

文
化
展
作
品
募
集

問 上富田町立図書館　　☎４７‐１７９０

今月のベストテン

　外国の料理の名前やレシピを聞く

と、見た目や味を想像してとてもわく

わくします。この本は身近な食材を

ヒントに世界を巡り、各国の食文化

や家族像を学ぶ旅が描かれていま

す。じゃがいもひとつとっても日本と

外国とでは、保存法から調理法、使

う品種まで実に様々で、その違いを

知ることができます。紹介されてい

る料理をあれこれ想像しながら、楽

しんでみてください。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

スワイプ厳禁 変死した大学生のスマホ

マスカレード・ライ 　　　　　　　　

８番出口　　　　　　　　　　　　　

近畿地方のある場所について　　　　

本でした　　　　　　              

カフネ 　　　　　　　　　　　　　　

四毒抜きのすすめ　　　　　　　　　

百一歳。終着駅のその先へ　　　　　

沢村さん家のわくわくお買い物　　　

ババヤガの夜　　　　　　　　　　　

知念 実希人　　           

東野 圭吾 　　　          

川村 元気　　　           

背筋　　 　　             

又吉 直樹/ヨシタケシンスケ

阿部 暁子　　　           

吉野 敏明　　             

佐藤 愛子                 

益田 ミリ　　             

大谷 晶　                 

双葉社

集英社

 水鈴社

 KADOKAWA

ポプラ社

講談社

徳間書店

中央公論新社

文藝春秋

河出書房新社

岡根谷 実里/著　WAVE出版

『台所探検家、地球の食卓を歩く』

図書館からのお知らせ

問

本の紹介
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時 

11
月
17
日 

㊊
７
時
30
分
か

ら
18
時
（
着
予
定
）

行
き
先 

奈
良
県
（
橿
原
神
宮
、

今
井
町
ま
ち
な
み
交
流
セ
ン
タ

ー
）

対 

生
馬
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

（
優
先
）、
ほ
か
の
地
区
に
お
住

ま
い
の
方

定 

先
着
40
名

費 

５
０
０
０
円

　（
昼
食
代
、
保
険
料
含
む
）

申 

生
馬
公
民
館
、
教
育
委
員
会

事
務
局
（
文
化
会
館
内
）
で
参

加
費
を
添
え
て
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

生
馬
地
区
の
方
は
、
10
月
15
日

㊌
か
ら
10
月
24
日
㊎
ま
で
に

生
馬
地
区
以
外
の
方
は
、
10
月

27
日
㊊
か
ら
10
月
31
日
㊎
ま
で

に※
受
付
時
間
は
、
９
時
か
ら
16

　
上
富
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
８
月
27
日
～
28
日
の
２
日

間
、
上
富
田
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
奈
良
県
斑

鳩
町
を
訪
問
し
、
出
会
い
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
町
内
の
小
学
４
年
生
～
６
年
生
を
対
象
に
16
名
の
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。
１
日
目
は
奈
良
公
園
を
散
策
し
、
２
日
目
に
斑
鳩
町
の

児
童
と
工
場
見
学
と
モ
ル
ッ
ク
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
斑
鳩

町
の
児
童
だ
け
で
は
な
く
、
町
内
の
他
の
学
校
の
児
童
と
も
交
流
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
様
々
な
部
分
で
成
長
す
る
有

意
義
な
時
間
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問 

生
馬
公
民
館
（
㊊
・
㊌
・
㊎
）

☎
４
７
‐
２
８
８
１

時 

10
月
26
日 

㊐

　 

11
月
16
日 

㊐

　 

13
時
～
14
時
30
分

場 

朝
来
公
民
館

内 

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
体
験
教
室

講
師 

籠
畑 

ひ
と
み 

氏

費 

５
０
０
円

定 

30
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
朝
来
・
岩

崎
地
区
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

対 

町
内
の
方

〆 

10
月
11
日 

㊏ 

ま
で

※
い
ず
れ
の
教
室
も
電
話
ま
た

は
直
接
朝
来
公
民
館
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
㊍
・
㊐
・

㊗
を
除
く
９
時
～
16
時
）

問 
朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

岩
田
公
民
館

時 

10
月
25
日
㊏
７
時
30
分
～
17

時
30
分
頃
（
着
予
定
）

場 

加
太
友
が
島
　
休
暇
村
加
太

紀
州
（
昼
食
）　
淡
嶋
神
社
　

加
太
春
日
神
社

集
合  

岩
田
公
民
館

費 

２
５
０
０
円
（
保
険
代
込
）

※
昼
食
は
、
休
暇
村
加
太
紀
州

　
で
自
由
食
と
な
り
ま
す
。

費 

16
名
（
先
着
順
）

申 

岩
田
・
岡
在
住
の
方

10
月
６
日
㊊
～
10
月
21
日
㊋

　 

町
内
の
方

10
月
10
日
㊎
～
10
月
21
日
㊋

※
参
加
費
を
添
え
て
岩
田
公
民

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問 

岩
田
公
民
館

☎
４
７
‐
２
０
２
０

岩
田
公
民
館

時 

11
月
15
日
㊏
７
時
30
～
17
時

頃
（
着
予
定
）

場 

橘
本
神
社
～
一
壺
王
子
～
排

ノ
峠:

昼
食 

～
爪
書
地
蔵
～
紀

伊
宮
原
駅-

バ
ス-->

浜
の
う

た
せ

集
合 

岩
田
公
民
館

費 

１
０
０
０
円
（
保
険
代
込
）

当
日
集
金

※
昼
食
は
、
各
自
ご
準
備
く
だ

　
さ
い
。

定 

16
名
（
先
着
順
）

申 

岩
田
・
岡
在
住
の
方

　 

10
月
27
日
㊊
～
11
月
12
日
㊌

　 

町
内
の
方

　 

10
月
31
日
㊎
～
11
月
12
日
㊌

問 

岩
田
公
民
館

☎
４
７
‐
２
０
２
０

時 

10
月
19
日 

㊐ 

13
時
～

場 

市
ノ
瀬
小
山
河
川
敷
コ
ス
モ

ス
園

催
し
物 

・
食
べ
物
・
物
産
コ
ー
ナ
ー

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
各
種
イ
ベ
ン
ト

主
催 

市
ノ
瀬
河
川
敷
環
境
美

化
推
進
実
行
委
員
会

※
路
上
お
よ
び
公
衆
ト
イ
レ
前

付
近
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

問 

市
ノ
瀬
公
民
館

☎
４
８
‐
３
６
６
４

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活

保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な

世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一
定

の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と
し

て
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童

生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 生
馬
小
学
校
　
４
７
‐
０
１
２
６

朝
来
小
学
校
　
４
７
‐
０
０
４
０

岩
田
小
学
校
　
４
７
‐
２
１
２
０

岡
小
学
校
　
　
４
７
‐
２
０
２
７

市
ノ
瀬
小
学
校
４
８
‐
０
３
３
４

上
富
田
中
学
校
４
７
‐
０
０
５
３

教
育
委
員
会
　
４
７
‐
５
９
３
０

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

史
跡
め
ぐ
り 

‐
ご
案
内
‐

生
馬
公
民
館

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室

出
会
い
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
‐
斑
鳩
町
と
の
交
流
‐

就
学
援
助
ご
案
内

第
32
回

コ
ス
モ
ス
園
花
ま
つ
り

文
化
財
め
ぐ
り

参
加
者
募
集

古
道
歩
き
　参加
者
募
集
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町内 5つの公民館で盆行事が開催されました

朝来公民館 今年も、盆踊り大会が盛大に催されま

した。曲目が少し変更さ

れ、おなじみの炭坑節と

河内音頭に加えて、アラ

レちゃん音頭と富士山音

頭も踊りました。みんな

で楽しく踊れる振り付け

で好評でした。

市ノ瀬公民館 朝から町内

会対抗グラウンド・ゴルフ

大会を開催し、小山地区が

連覇しました。夜は盆踊り

大会で炭坑節とふれ合い音

頭を踊りました。何度も踊

っているうちに踊りの輪も

大きくなりました。なんで

もすくい、当て物、輪投げ

等の夜店も繁盛しました。

　終わりにうちわの番号で

抽選をし、豪華賞品に沸き

ました。

岩田公民館　- 夏祭り –

　８月 14 日、岩田公民館

において夏祭りを開催し、

260 名の方が来場されまし

た。夏祭りでは、「リバー＆

ブリッジ」( 川端さん、橋本

さんのコンビ ) のギター演

奏によるミニコンサートを

南紀の台公民館　- 夏祭り – 

　８月 17 日、南紀の台・パブリック町内

会との共催で夏祭りを開催しました。

　浴衣を着た子どもたちの歓声が聞こえ、

大人の方も童心に帰って楽しんでいまし

た。公民館の外では、ヨーヨー釣り、金魚

すくい、輪投げ、射的など、様々な屋台が

並びました。また公民館の中では多目的

ホールにやぐら

を組み、老若

男女輪になっ

て盆踊りを楽

しみました。

　今年の夏祭

りは、南紀の台公民館が開館して初めての

開催でした。夏祭りの思い出は、子どもた

ちの心にずっと残ることでしょう。

生馬公民館 ８月 14 日、生馬小学校体育館におい

て盆踊り大会を実施しまし

た。

　当日は、221 人の参加

で、にわか仕立ての櫓を

中心に踊りの輪ができ、

老いも若きも盆踊りに興

じていただきました。

　今年は、20 年前まで踊られていた「生馬扇踊り」

（昭和 51 年に町の無形文化財に指定）を生馬地区

の伝承ととらえ、復活を目指して踊っていただき

ました。体育館の渡り廊下で店開きをした「ヨー

ヨー釣り」「スーパーボールすくい」「射的」また、

小学校育英会に担当していただいた「かき氷」も

大盛況となりました。恒例の「子どもジャンケン

大会」大人対象の「うちわ抽選会」も大いに盛り

上がり歓声が響きました。

　一踊りした後、子ど

もたちは、スーパーボー

ルすくいとくじ引きに

興じていました。

　最後はお楽しみ子ど

もじゃんけん大会と抽

選会を行い、大賑わい

の一夜でした。

　準備に携わっ

ていただいた皆

さんに感謝いた

します。また、

来年を楽しみに

したいと思いま

す。

開催しました。夜店は、当

て物、おもちゃすくい、ア

イスクリーム お菓子　飲み

物の５つのコーナーがあり、

来場者が楽しんでいました。夏祭り最大のイベン

トお楽しみ抽選会は大いに盛り上がりました。
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８
月
23
日
、
子
ど
も
工
作
教

室
を
開
催
し
、
親
子
合
わ
せ
て

約
50
名
の
参
加
が
あ
り
賑
わ
い

ま
し
た
。
内
容
は
、「
端
材
を

活
用
し
た
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
」

「
竹
の
水
鉄
砲
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
と
紙
粘
土
の
貯
金
箱
」
で
す
。

　
参
加
者
の
多
く
が
初
め
に
紙

粘
土
の
工
作

に
集
ま
り
ま

し
た
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を

芯
材
に
し
て

貯
金
箱
を
作

り
ま
す
。
白

い
紙
粘
土
に

絵
の
具
を
練
り
こ
み
、
カ
ラ
フ

ル
で
か
わ
い
い
作
品
を
完
成
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
竹
細
工
は
水
鉄
砲
で

す
。
今
は
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と

が
な
い
素
材
「
竹
」
に
親
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
太
さ
を
み

て
選
ん
だ
竹
を
苦
労
し
な
が
ら

の
こ
ぎ
り
で
切
り
、
ド
リ
ル
で

の
穴
あ
け
や
ス
ポ
ン
ジ
と
布
の

巻
き
付
け
を
し
、
水
鉄
砲
を
作

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
完
成
後

は
水
を
飛
ば
し
て
遊
び
、
歓
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
は
パ
チ
ン

コ
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
で
す
。
ま

ず
、
台
に
な
る
部
分
を
作
り
ま

す
。
ビ
ー
玉
を
打
ち
出
す
仕
組

み
が
で
き
た
ら
、
障
壁
に
な
る

部
分
を
接
着
し
て
い
き
ま
す
。

端
材
の
中
か
ら
ち
ょ
う
ど
い
い

も
の
を
見
つ
け
て
貼
り
付
け
、

何
度
も
ビ
ー
玉
を
打
っ
て
動
き

を
見
な
が
ら
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

　
２
つ
以
上
作
っ
た
子
ど
も
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
て
、

来
年
は
ど
ん
な
も
の
を
用
意
し

ま
し
ょ
う
か
。

-------------------------------------

　
今
年
も
、
講
師
に
津
葉
井
真

紀
先
生
（
管
理
栄
養
士
・
Ｆ
Ｃ

Ｊ
Ａ
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
）
を
お
迎
え
し
、
子
ど
も
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
８

月
８
日
低
学
年
の
部
は
16
名
、

９
日
高
学
年
の
部
は
10
名
の
参

加
で
し
た
。
　

　
今
回
は
、
今
が
旬
の
ト
マ
ト

を
使
っ
た
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
作
り

が
メ
イ
ン

で
す
。
ま

ず
は
、
ト

マ
ト
を
す

り
お
ろ
し
、

そ
こ
に
、

タ
マ
ネ
ギ

や
セ
ロ
リ

な
ど
も
す

り
お
ろ
し
て
加
え
、
火
に
か
け

て
煮
て
い
き
ま
し
た
。
調
味
を

し
た
後
、
量
が
半
分
ぐ
ら
い
に

な
る
ま
で
煮
詰
め
て
、
ト
マ
ト

ケ
チ
ャ
ッ
プ
は
完
成
。
途
中
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
味
見
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
と
て
も
お
い
し
く
て

味
見
の
お
か
わ
り
を
し
た
い
と

い
う
声
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
、
低
学
年
は
ホ
ッ

ト
ド
ッ
ク

を
作
り
ま

し
た
。
炒

め
た
ウ
イ

ン
ナ
ー
と

卵
、
レ
タ

ス
を
パ
ン
に
挟
み
、
手
作
り
ケ

チ
ャ
ッ
プ
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
高
学
年
は
、
ナ
ポ
リ
タ
ン
ス

パ
ゲ
テ
ィ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

ゆ
で
た
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
と
炒
め

た
具
材
を
合
わ
せ
、
作
っ
た
ケ

チ
ャ
ッ
プ
で
味
付
け
し
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
後
は
み
ん
な

で
会
食
。
ど
ち
ら
も
と
て
も
お

い
し
く
、
大
満
足
の
ひ
と
と
き

で
し
た
。

　
ケ
チ
ャ
ッ
プ
っ
て
、
買
わ
な

く
て
も
自
分
た
ち
で
作
れ
る
ん

や
、
と
い
う
大
人
に
と
っ
て
も

目
か
ら
う
ろ
こ
の
調
理
実
習
。

普
段
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
も

の
の
原
材
料
や
作
る
手
順
を
知

る
こ
と
で
、
食
の
安
全
安
心
に

も
つ
な
が
る
意
義
深
い
取
り
組

み
に
な
り
ま
し
た
。

-------------------------------------

　
８
月
14
日
、
上
富
田
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、 

田
熊
、

大
坊
２
、
上
岩
田
、
中
島 

の
４

チ
ー
ム
に
よ
る
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
昨

年
に
続
き
、

町
内
で
は

唯
一
の
大

会
開
催
と

な
っ
て
い

ま
す
。
本

年
も
４
チ

ー
ム
で
の

ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
、

い
き
な
り

準
決
勝
戦

で
す
。
準
決
勝
戦
は
大
坊
２
対

田
熊
、
中
島
対
上
岩
田
と
な
り

ま
し
た
。
試
合
は
２
面
を
利
用

し
て
同
時
進
行
で
お
こ
な
わ
れ
、

猛
暑
の
中
、
素
晴
ら
し
い
プ
レ

ー
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
準
決
勝
戦
の
結
果
は
、
大
坊

２
対
田
熊 

２
‐
14
、
中
島
対
上

岩
田 

２
‐
３ 

と
な
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
昨
年
と
同
じ
く
田
熊

と
上
岩
田
で
し
た
。

　
決
勝
戦
は
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム

展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
田
熊

対
上
岩
田 

８
‐
６ 

で
田
熊
が
優

勝
し
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
三
位
決
定
戦
も
、
決
勝
戦
と

同
時
に
行

い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の

試
合
も
白

熱
し
た
シ

ー
ソ
ー
ゲ

ー
ム
と
な

り
、
中
島

対
大
坊
２

が
10
‐
９

で
、
中
島

が
勝
利
し

て
い
ま
す
。

　
盆
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
猛
暑
の
中
、

本
年
も
４
チ
ー
ム
の
参
加
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
盛
り
上

が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
工
作
教
室

市
ノ
瀬
公
民
館

子
ど
も
料
理
教
室

朝

来

公

民

館

南
紀
の
台
公
民
館

盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

岩
田
公
民
館
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ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

は
、
希
望
す
る
仕
事
に
就
く
た

め
に
必
要
な
職
業
ス
キ
ル
や
知

識
な
ど
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
公
的
制
度
で
す
。

　
主
に
雇
用
保
険
の
受
給
者
を

対
象
と
す
る
「
公
共
職
業
訓
練
」

と
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な

い
求
職
者
の
早
期
就
職
を
支
援

す
る
た
め
の
「
求
職
者
支
援
訓

練
」
か
ら
な
り
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
希
望
す

る
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、

２
～
６
ヶ
月
の
期
間
で
必
要
な

職
業
ス
キ
ル
や
知
識
を
無
料
で

習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
的

な
制
度
で
す
。（
一
部
テ
キ
ス

ト
代
等
は
自
己
負
担
が
あ
り
ま

す
。
在
職
者
や
学
卒
者
向
け
の

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
有
料

で
す
。）
ま
た
、
訓
練
の
受
講

中
は
、
雇
用
保
険
（
失
業
給
付
）

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
に

は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、
訓

練
受
講
中
の
生
活
支
援
の
給
付

金
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
田
辺
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
辺

☎ 

２
２
‐
２
６
２
６

技
能
検
定
と
は

　
働
く
上
で
身
に
付
け
る
、
ま

た
は
必
要
と
さ
れ
る
技
能
の
習

得
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
国
家
検

定
制
度
で
、
試
験
に
合
格
す
る

と
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
、「
技

能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

検
定
職
種 

　
建
築
大
工
、
配
管
、
機
械
検

査
な
ど

等
級 

　
特
級
～
３
級

受
験
資
格 

　
等
級
に
よ
り
一
定
の
実
務
経

験
が
必
要

時
・
場 

　
12
月
5
日
㊎
～
令
和
8
年
2

月
15
日
㊐
の
間
で
試
験
日
お
よ

び
試
験
会
場
を
指
定
し
、
受
検

票
で
通
知

受
験
手
数
料 

　
学
科
試
験

：

　
３
１
０
０
円

　
実
技
試
験

：

１
万
８
２
０
０

円
（
上
限
）

受
付
期
間 

　
10
月
２
日
㊍
～
10
月
15
日
㊌

問 和
歌
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
４
５
５
５

集 

稲
葉
根
王
子
跡
前
駐
車
場

場 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
（
約

４
㎞
）

費 

５
０
０
円
（
お
弁
当
持
参
）

定 

30
名
（
先
着
順
）

※
く
わ
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

口
熊
野
か
み
と
ん
だ
ガ
イ
ド

の
会
（
上
富
田
町
産
業
振
興
文

化
交
流
館
内
）

☎
３
４
‐
３
１
１
５

　
10
月
１
日
㊌
か
ら
10
月
31
日

㊎
（
予
定
）
ま
で
を
公
募
期
間

と
し
ま
す
。

　
募
集
要
項
お
よ
び
仕
様
書

は
、
上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　
公
募
期
間
が
変
更
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
、

上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

振
興
課
　
企
画
・
商
工
観
光

班
（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
自
分
で
書
い
た
遺
言
書
を
法

務
局
に
預
け
る
こ
と
で
、
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
制
度
（
自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度
）
に
つ
い
て
、
法
務

局
職
員
が
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

時 

10
月
15
日
㊌14

時
～
15
時
ま
で

場 和
歌
山
地
方
法
務
局
田
辺
支
局

田
辺
市
文
里
１
丁
目
11
‐
９

※
和
歌
山
地
方
法
務
局
（
説
明

会
場
）
の
映
像
を
ラ
イ
ブ
配

信
し
ま
す
。

定 

８
名
（
完
全
予
約
制
）

費 

無
料

〆 

10
月
14
日
㊋
正
午

問 

和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

（
自
動
音
声
案
内
５
番
）

　
稲
葉
根
王
子
跡
、
八
上
王
子

跡
の
世
界
遺
産
登
録
が
来
年
で

10
周
年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
プ
レ
記
念
「
万
葉
水
ご
り
」

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

時 

11
月
９
日
㊐
９
時
～
14
時

※
雨
天
の
場
合
、
11
月
16
日
㊐

に
延
期

願
書
受
付
期
間 

　
10
月
６
日
㊊
～
11
月
４
日
㊋

申 

高
等
学
校
等
に
在
籍
中
の
方

は
、
学
校
の
先
生
を
通
じ
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の

方
は
公
共
職
業
安
定
所(

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク)

に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

試
験
日
時
・
会
場 

11
月
15
日
㊏
　
９
時
30
分

田
辺
市
新
庄
町
１
７
４
５
‐
２

募
集
予
定
の
訓
練
科 

自
動
車
工
学
科
　（
２
年
制
）

情
報
シ
ス
テ
ム
科
（
２
年
制
）

ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
（
１
年
制
）

※
募
集
す
る
定
員
や
受
験
資
格

等
の
詳
細
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
９
月
選
考
試
験
で
定
員
に
満

た
な
い
科
に
つ
い
て
実
施
し

ま
す
。

問 県
立
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

☎ 

２
２
‐
２
２
５
９

令
和
７
年
度
後
期
技
能
検
定

‐
お
知
ら
せ
‐

「
万
葉
水
ご
り
」
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度
説
明
会
の
開
催

『
道
の
駅
く
ち
く
ま
の
』
お
よ
び

『
産
業
振
興
・
交
流
施
設
　
彦
五

郎
』
の
指
定
管
理
者
の
公
募

～
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
ご
案
内
～

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
職
業
ス

キ
ル
を
ア
ッ
プ
し
、
就
職
力
を
高

め
ま
せ
ん
か
！

《
急
が
ば
学
べ
》

和
歌
山
県
立

田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

令
和
８
年
４
月
入
学

　
　
　
　
生
徒
募
集
案
内
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田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　
火
災
に
よ
り
発
生
す
る
「
煙
」

を
感
知
し
、
音
や
音
声
に
よ
り

警
報
を
発
し
て
火
災
の
発
生
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

　
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
し

な
い
場
合
と
比
べ
て
死
者
の
数

は
半
減
。

　
焼
損
面
積

と
損
害
額
も

大
幅
に
減
少
。

　
住
宅
用
火

災
警
報
器
の

設
置
で
、
火

災
の
被
害
を

少
な
く
で
き

ま
す
。

●
点
検
は
定
期
的
に

　
本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、

付
属
の
紐
を
引
き
ま
す
。

　
正
常
な
場
合
、
正
常
を
知
ら

せ
る
音
声
や
警
報
音
が
鳴
り
ま

す
。
反
応
し
な
い
場
合
は
、
す

ぐ
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
！

●
交
換
の
目
安
は
10
年

　
設
置
か
ら
10
年
以
上
の
場
合

も
交
換
し
ま
し
ょ
う
！

●
設
置
場
所

・
寝
室

・
階
段
上
部
（
寝
室
が
２
階
に

あ
る
場
合
）

　
就
寝
中
に
逃
げ
遅
れ
で
亡
く

な
る
人
が
多
い
た
め
、「
寝
室
」

と
、
避
難
経
路
と
な
る
「
階
段
」

に
設
置
が
必
要
で
す
。

★
設
置
支
援

　
自
ら
設
置
す
る
こ
と
が
困
難

な
世
帯
を
対
象
に
、
消
防
職
員

に
よ
る
設
置
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

自
ら
購
入
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
8
月
分
）

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
17
日
㊎

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　
　 

地
域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

10
月
16
日
㊍

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
　

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
　
　
　 

　
総
務
福
祉
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
）

　
町
県
民
税
　
　
　（
第
３
期
）

◆
納
期
限
　

　
10
月
31
日
㊎

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 
税
務
課 

収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
お
よ
び
交
換

（
平
吉
・
千
香
）　

（
竜
次
・
優
）　
　

（
和
之
・
絢
音
）　

（
一
将
・
明
日
香
）

（
良
樹
・
亜
沙
美
）

朝

来
岡

南
紀
の
台

岡
上
富
田
町

中な
か
や
ま山

　
和わ

か夏

岡お
か
だ田

　
絃い

と
は生

小こ
さ
か阪

　
歩ほ

ず
み澄

坂さ
か
も
と本

　
　
唯ゆ

い

山や
ま
も
と本

　
衣え

な夏

前月比

総 数 15,651 人 -11

男 性 7,492 人 -7

女 性 8,159 人 -4

世帯数 7,634 世帯 +2

上富田町の人口と世帯数
令和7年 8月末現在

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）

　
は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　  

４
７
‐
０
１
１
９
へ

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

生

馬

岩

田

朝

来

田
辺
市

市
ノ
瀬

岡

福
田
サ
カ
ヱ

古

保
真
敏

谷
地
　
誠
二

中
野
　
雄
介

岡
本
　

美

平
田
　
泰
子

96
歳

48
歳

91
歳

41
歳

40
歳

86
歳

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

津
　
太
一
郎

山
本
　
明
日
香

市
ノ
瀬

市
ノ
瀬

｛



広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.692

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

「
自
分
に
ち
ょ
う
ど
い
い
仕
事

を
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
」

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
法
律
に
基
づ
く
、
公
益
的
、

公
共
的
な
団
体
で
、
就
職
は
望

ま
な
い
け
れ
ど
「
働
く
機
会
を

得
た
い
」「
地
域
に
貢
献
し
た

い
」
と
い
う
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
60
歳
以
上
の
方
を
会
員

と
し
、
事
業
所
や
家
庭
、
町
な

ど
の
公
共
団
体
等
か
ら
、
臨
時

的
、
短
期
的
ま
た
は
軽
易
な
仕

事
を
請
負
や
委
任
契
約
に
よ
り

受
注
し
、
会
員
に
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
働
い
た
仕
事
量
に
応
じ
て

「
配
分
金
」
を
支
払
い
ま
す
。

就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ
り
ま

せ
ん
が
会
員
各
人
の
体
力
・
能

力
・
希
望
に
応
じ
た
就
業
が
で

き
ま
す
。

　
技
能
・
技
術
を
高
め
る
た
め

に
各
種
の
講
習
も
実
施
し
ま

す
。

　
働
く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
活

力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
へ
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

令和７年 10 月１日

国勢調査へのご回答はお済みでしょうか

●　国勢調査は、令和 7 年 10 月 1 日現在、日本に住んでいるすべての人および世帯

が対象です。

●　記入いただいた調査票は、同封の『郵送提出用封筒』に入れ、10 月 8 日㊌まで

に郵便ポストにご投函（切手不要）いただくか、後日、調査員がお伺いした際

にご提出ください。

●　インターネットでの回答も 10 月 8 日㊌まで受け付けております。

●　調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境

の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

※ 回答がお済みでない場合や、ご不明な点がありましたら下記までご連絡ください。

　　国勢調査コールセンター
　　　☎：０５７０- ０２- ５９０１（９時～２１時）

　　役場　振興課　企画・商工観光班（⑧番窓口）
　　　☎：３４- ２３７０（内線２３２、２３３）

問 

　
現
在
56
名
の
方
が
会
員
登
録

し
活
躍
中
で
す
。
仕
事
の
受
注

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
会
員

増
員
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

「
就
職
ま
で
は
望
ま
な
い
け
ど

空
い
た
と
き
に
は
仕
事
が
し
た

い
」「
手
に
職
が
あ
り
単
発
的

な
仕
事
だ
っ
た
ら
」「
年
金
に

少
し
プ
ラ
ス
の
収
入
を
得
た

い
」
等
々
と
お
考
え
の
方
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
説
明

会
を
左
記
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

上
富
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

日　程
（令和７年）

時　間 場　所

10 月 15 日㊌

13 時 30 分
から

1 時間程度

市ノ瀬高齢者憩の
家

10 月 16 日㊍ 岩田高齢者憩の家

10 月 17 日㊎ 朝 来 コ ミ ュ ニ
ティーセンター


